
1

第25回定時株主総会

平成22年3月23日（火曜日）午後1時
早稲田大学 国際会議場 井深大記念ホール
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代表取締役 兼 取締役社長

郡 山 龍

議長
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本総会における株主数・議決権個数

その議決権個数 101,320個
議決権を有する株主数 7,333名

本日ご出席の株主数・議決権個数 （ ）

その議決権個数 43,876個
議決権を有する株主数 1,009名

3月19日までの
行使を含む



4

常勤監査役

根 本 忍

監査報告
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第25期事業報告

報告事項
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第25期事業報告

報告事項
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企業集団の現況

当事業年度の事業の状況
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当社グループの使命

ソフトウェアテクノロジーによって

世界中の人々がより充実した

生活を楽しめるようにすること
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ソフトウェア基盤技術（中核事業）

基盤技術を利用するコンテンツ・サービス
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User製品出荷製品出荷

電子機器
メーカー

通信事業者

コンサルティング
共同開発

ソフトウェア
基盤技術

技術支援売上

中核事業

ロイヤリティ （製品売上）製品売上 （ライセンス・ロイヤリティ）
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中核事業の主力製品

Java言語で作成されたアプリケーションを
実行するためのソフトウェア基盤技術

組み込み向けJavaプラットフォーム

ゲームやGPSナビゲーション
などを簡単に作成
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Java言語で作成されたアプリケーションは
安全性が高い

モバイルバンキングや
電子マネーなどの
生活インフラにも利用

中核事業の主力製品
組み込み向けJavaプラットフォーム
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世界人口の過半数を占める
エマージングマーケットを含む

多くの地域

Java言語で作成されたアプリケーションの
本格的な普及はこれから
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Java言語で作成されたアプリケーションの
普及を加速
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収益基盤の拡充

国際競争力の高い
多種多様なコンテンツ・サービスを実現する
様々なソフトウェア基盤技術の提供
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株式会社ジー・モードが当社グループに参加

平成21年5月 業務資本提携

平成21年6月 持分法適用関連会社

平成22年1月 連結子会社
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人々の心の潤いとなる
コンテンツ・サービスを
ネットワークを通じて広く遍く提供

魅力的なコンテンツ・サービスを
エマージングマーケットなど海外で普及させ
両社の収益を大きく伸ばすことが可能に
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基盤技術

当社グループ全体の収益拡大

コンテンツ・サービスの
プロバイダ
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コンテンツ・サービス
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連携
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当連結会計年度の経営成績

国内携帯市場の低迷継続が直接的に影響

搭載比率の高さゆえの製品売上の減少

機能強化への投資減少による
技術支援売上の減少

アジア顧客からの売上は
外貨ベースでは増加
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当連結会計年度の経営成績

売上高 3,537百万円

営業損失 1,008百万円

経常損失 1,051百万円

当期純損失 1,424百万円
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国内顧客

NTT DoCoMo
SoftBank Mobile

KDDI

引き続き高い搭載率を維持

を標準的に搭載

ロイヤリティ収入は通期で回復基調

スマートフォンに新たなソフトウェア提供
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海外顧客

中国・台湾の顧客のスマートフォン

エマージングマーケット向け携帯電話

出荷台数も増加傾向で

売上への寄与が増大

の搭載が順調
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携帯電話以外

デジタルテレビなどに

nanoJBlend、WirelessIDEAが

国内・アジア地域で採用

が引き続き搭載
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ロイヤリティ売上の推移

第24期
82.8％
17.2％

引き続き利益率の高い
後払いロイヤリティの構成比が増加

後払いロイヤリティ

前払いロイヤリティ

第25期
91.7％
8.3％
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コンテンツ・サービスのプロバイダや技術ベンダとの連携

優れたソフトウェア基盤技術による
電子機器の機能増加・性能向上によって
機器の購入増＝収益増を目指していた

既に多機能化・高性能化が進んだ電子機
器では、魅力的なコンテンツ・サービスが牽
引役となりつつある
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コンテンツ・サービスのプロバイダや技術ベンダとの連携

優れたソフトウェア基盤技術を必要とする
魅力ある新しいコンテンツ・サービスを

プロバイダや技術ベンダと共に創出し、
普及を支援することで事業を拡大していく
戦略に舵を切っている
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コンテンツ・サービスのプロバイダや技術ベンダとの連携

両社の海外での売上を飛躍的に増大

業務資本提携により
持分法適用関連会社に

コンテンツ・サービス＋
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コンテンツ・サービスのプロバイダや技術ベンダとの連携

二次元バーコードリーダー
等のカメラ関連技術

技術ベンダとの業務提携

携帯コミックの
作成・閲覧技術等

今後は海外で広範囲の普及が見込まれる
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ソフトウェア基盤技術の新製品開発と拡販

世界唯一の標準実装として認定

MIDP 3.0対応

最新仕様に対応した製品を提供できる
唯一の企業という優位性を活かし

積極的に営業活動を展開
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ソフトウェア基盤技術の新製品開発と拡販

今後著しい成長が見込まれる

通信事業者固有の
様々なコンテンツ・サービスに対応した
ソフトウェア基盤技術を開発・提供

スマートフォン

AndroidやWindowsMobileなど
様々な標準OSを搭載した携帯電話
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ソフトウェア基盤技術の新製品開発と拡販

新たな市場「機器間通信」

超小型で高性能なソフトウェア基盤技術
WirelessIDEAを開発・提供

M2M
（Machine-to-Machine）

通信機能を内蔵し、ネットワークに接続できる
様々な機器が登場
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ソフトウェア基盤技術の新製品開発と拡販

将来の収益増大のための事業基盤拡充

新製品の開発を完了
売上拡大の準備が整った

Mobile Game Deployer
i-modeのゲームなどをスマートフォン向けに変換

拡張現実感（Augmented Reality）など
最先端のソフトウェア基盤技術
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効果的な国際事業体制への移行

輸出やアジア圏の顧客対応を中心とする
事業体制への移行

グローバル展開のための経営体制強化
本社機能の移管

国内及び欧米の事業の再編成

国内向けに必要な体制を維持しながら
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設備投資の状況

資金調達の状況

招集ご通知の11ページをご参照ください

事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況

他の会社の事業の譲受けの状況

吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業
に関する権利義務の承継の状況

他の会社の株式の取得状況
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直前3事業年度の財産及び損益の状況

重要な親会社及び子会社の状況

招集ご通知の12ページをご参照ください
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企業集団の対処すべき課題

機能の充実・強化から
魅力的なコンテンツ・サービスの実現へ

中核事業であるソフトウェア基盤技術事業
の高収益化実現
グループ各社の事業規模の拡大
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海外での事業拡大

携帯電話を利用した日本のコンテンツ・
サービスは、圧倒的に海外諸国をリード

ソフトウェア基盤技術事業と
コンテンツ・サービス事業を
共に海外で拡大させ、収益を大きく伸ばす

企業集団の対処すべき課題
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海外事業の効果的な管理

グローバル展開のための経営体制強化

グローバルな事業運営に優れたスタッフの
多い地域への本社機能の移管

企業集団の対処すべき課題
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JBlend以外に
新たに開発した製品の拡販

OHA設立メンバーとしての優位性を生かした

M2M市場向けアプリケーション実行環境

WirelessIDEA

企業集団の対処すべき課題

Androidを利用する機器向けの
ソリューション開発・提供

開発エンジニアと営業スタッフの連携
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主要な事業内容

主要な事業所

招集ご通知の16～31ページをご参照ください

使用人の状況

主要な借入先の状況

企業集団の現況に関する重要な事項

会社の現況

招集ご通知の14～15ページをご参照ください
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連結貸借対照表

連結貸借対照表・連結損益計算書

招集ご通知の32ページをご参照ください

資産合計 12,659百万円

純資産合計 11,973百万円
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連結損益計算書

連結貸借対照表・連結損益計算書

招集ご通知の33ページをご参照ください

売上高 3,537百万円
営業損失 1,008百万円
経常損失 1,051百万円
当期純損失 1,424百万円
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貸借対照表

貸借対照表・損益計算書

招集ご通知の42ページをご参照ください

資産合計

純資産合計

12,417百万円

11,805百万円
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損益計算書

貸借対照表・損益計算書

招集ご通知の43ページをご参照ください

売上高 3,335百万円
営業損失 1,052百万円
経常損失 1,179百万円
当期純損失 1,530百万円
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独立監査人の監査報告

招集ご通知の52～53ページをご参照ください

監査役会の監査報告

招集ご通知の54～55ページをご参照ください
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議案内容のご説明

決議事項
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資本準備金の額の減少及び
剰余金の処分の件

第1号議案

決議事項

招集ご通知

56ページの
参考資料をご参照ください
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取締役7名
選任の件

第2号議案

決議事項 取締役候補者

1 郡 山 龍

2 鈴木 智也

3 房 達 章

4 宮 路 武

5 善村 賢治

6 河野真太郎

7 渡邉 信之

招集ご通知

57～61ページの
参考資料をご参照ください
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補欠取締役1名
選任の件

第3号議案

決議事項

補欠取締役候補者

太 田 洋

招集ご通知

62～63ページの
参考資料をご参照ください
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監査役1名
選任の件

第4号議案

決議事項

監査役候補者

長橋 賢吾

招集ご通知

64ページの
参考資料をご参照ください
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補欠監査役1名
選任の件

第5号議案

決議事項

補欠監査役候補者

新田 喜男

招集ご通知

65ページの
参考資料をご参照ください
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ねもと しのぶ

根 本 忍

現任監査役

くすのき けん

楠 木 建



53

第25回定時株主総会

閉会


